
 

 

一 

 
 

 

消
費
税
の
減
税
そ
の
他
の
税
制
の
見
直
し
に
関
す
る
法
律
案 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 
こ
の
法
律
は
、
現
下
の
物
価
の
高
騰
に
よ
る
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
へ
の
悪
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
税
負

担
の
公
平
の
確
保
、
経
済
的
格
差
の
是
正
、
経
済
の
活
性
化
等
を
図
る
観
点
か
ら
、
消
費
税
の
減
税
そ
の
他
の
税
制
の
見
直

し
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
消
費
税
の
減
税
等
） 

第
二
条 

令
和
五
年
四
月
一
日
以
後
の
消
費
税
率
（
地
方
消
費
税
率
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
軽
減
税
率
を
含

め
て
百
分
の
五
と
一
律
に
す
る
特
例
を
設
け
る
も
の
と
し
、
政
府
は
、
こ
の
た
め
に
必
要
な
法
制
上
の
措
置
を
速
や
か
に
講

ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除
に
関
す
る
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
に
係
る
制
度
は
廃
止
す
る
も
の
と
し
、
政
府
は
、
こ
の
た

め
に
必
要
な
法
制
上
の
措
置
を
速
や
か
に
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

政
府
は
、
前
二
項
の
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に

す
る
も
の
と
す
る
。 



 

二 

 
（
個
人
所
得
課
税
の
累
進
性
の
強
化
） 

第
三
条 

個
人
所
得
課
税
に
つ
い
て
は
、
最
高
税
率
の
引
上
げ
等
に
よ
り
累
進
性
を
強
化
す
る
も
の
と
し
、
政
府
は
、
こ
の
た

め
に
必
要
な
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
法
人
課
税
に
関
す
る
措
置
） 

第
四
条 

法
人
課
税
に
つ
い
て
は
、
税
制
全
体
の
見
直
し
に
よ
り
、
所
得
の
高
い
法
人
に
対
し
、
そ
の
所
得
に
見
合
う
税
負
担

を
求
め
る
も
の
と
し
、
政
府
は
、
こ
の
た
め
に
必
要
な
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

法
人
税
に
係
る
交
際
費
等
の
損
金
不
算
入
制
度
に
つ
い
て
は
、
損
金
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
額
を
引
き
上
げ
る
も
の

と
し
、
政
府
は
、
こ
の
た
め
に
必
要
な
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
金
融
所
得
課
税
に
関
す
る
検
討
） 

第
五
条 

政
府
は
、
金
融
所
得
課
税
を
総
合
課
税
に
移
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な

法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



 

 

三 

 
 
 
 
 

理 

由 

 

現
下
の
物
価
の
高
騰
に
よ
る
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
へ
の
悪
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
税
負
担
の
公
平
の
確
保
、
経

済
的
格
差
の
是
正
、
経
済
の
活
性
化
等
を
図
る
観
点
か
ら
、
消
費
税
の
減
税
そ
の
他
の
税
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
定
め
る
必
要

が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


